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図 1 釣獲実験に使用したねむり釣針（上）とまぐろ延

縄用釣針（下）

上ウルワ釣針#38 太地（丹吉），下丸型 3.8 寸

（小松啓作商会）。
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マグロカジキ類を主要対象魚とする浮延縄漁業にお

いて，海亀類の混獲回避技術の開発が進められている。

2001～2003 年に行われた NOAA（米国海洋大気局）に

よる試験操業の結果，ねむり釣針（18/0 Circle Hook）

と餌に魚（サバ）を使用すると，通常の J 字型釣針や餌

にイカを使用するよりも海亀の混獲が減少することが示

された。1)以来，海亀の混獲を緩和する有効な方策とし

て，ねむり釣針および餌の選択が着目されるようになっ

た。2)

我が国では，国際資源調査等推進対策事業における混

獲生物グループが中心となり，2002 年より海亀に対す

るねむり釣針の漁獲機構について研究を開始した。ねむ

り釣針や餌に魚を使用すると海亀の混獲が減少すること

について科学的な裏付けを得ること，さらに緩和効果の

向上を目指したまぐろ延縄に適したねむり釣針を開発す

ることが目的である。本稿では，これらの研究成果を中

心として，海亀類の混獲回避における釣針および餌の変

更による回避効果について概説する。

1. ねむり釣針の特長

一般に，釣針はその形状が J の字に似ていることから

J 字型釣針とも呼ばれている。これに対し，ねむり釣針

は先が内側，軸の方に曲がっており，欧米では Circle

Hook と呼ばれる。まぐろ延縄で使用される釣針は，こ

れら 2 つに加えて日本漁船で従来使用されているまぐ

ろ釣針（Japan tuna hook）の 3 つの釣針形状に分類さ

れている。3)著者らが釣獲実験に使用したねむり釣針と

まぐろ釣針の 1 例を図 1 に示す。ねむり釣針は主に底

延縄に使用されており，欧米のタラ類やオヒョウ等の底

延縄では 1980 年代に J 字型釣針から置き換えられた。4)

ねむり釣針は針がかりし易く，さらに釣り落としが少な

いので，釣獲効率が J 字型釣針より高いといわれてい

る。また，喉奥，いわゆる飲み込んで針がかりすること

が少なく，主に針がかりするのは口元になり，魚に対す

る損傷が少なくなるという。一方で，先が軸側に曲がっ

ているため，J 字型釣針に比べて釣餌を付けにくく，魚

にかかった釣針を外しにくいといった扱いにくさもあ

る。ねむり釣針が，海亀に対しても主に口元に針がかり

するのであれば，針がかりしても致命傷に至らず，針が

かりによって生じる負担も少なくなる。

これまでに著者らが実験に使用したねむり釣針を図 2

に示す。大きさ 18/0 のねむり釣針 2 種は NOAA の試

験操業に使用された釣針と同形状である。ひと言でねむ

り釣針といってもその形状は様々である。横田ら5)は，

ねむり釣針の形状比較に向けた測定部位の検討を行って

いる。先の曲がり具合や軸の曲がり具合，図からは判り

にくいが針先のひねりの角度が異なっており，そのため

それぞれの釣針の釣獲特性が違い，マグロ類の釣獲率や

海亀の混獲緩和効果も違ってくると考えられる。6) 2003

年に Atlantic States Marine Fisheries Commission は，

ねむり釣針の保全効果について混乱7)を避けるため，

「ねむり釣針は，ひねりがなく，針先が軸に対して直角

になるように内側へ曲がった釣針である」とその定義を

発表している。8)釣獲機構を考えると，ねむり釣針は，
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図 2 釣獲実験に使用したねむり釣針（升目は 1 cm 幅）

A北米型ムツ 4.3 寸，B北米型ムツ 5.5 寸，（小

松啓作商会），C18/0 Circle Hook, D18/0 Circle
Hook Reversed 10deg., (Paciˆc Fishing Tackle Mfg,
Co.，韓国）。
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魚の口腔内に取り込まれたときに内側に曲がった針先が

口腔内壁に接触しにくいことから，J 字型釣針のような

口腔内の奥から引き出されるときに口腔内壁に針がかり

する釣獲機構9)とは異なるのであろう。また，曲がった

針先のために喉奥に飲み込まれても針がかりすることが

少なくなるだろうと考えられる。

2. 釣餌に対するアカウミガメ Caretta caretta の摂餌

行動と釣餌による緩和効果

ねむり釣針の釣獲特性には海亀の釣餌に対する摂餌行

動が影響するため，海亀の摂餌行動の特徴を明らかにす

る必要がある。実際に，海亀がまぐろ延縄の釣針の餌を

摂餌する行動を観測出来れば好都合であるが，そのよう

な機会に遭遇することはほとんど起こらない。そのため

実験水槽内での釣獲実験を行い，釣針に付けた餌に対す

る海亀の摂餌行動について観測し，針がかり特性を調査

した。実験対象の海亀には，水族館（伊豆三津シーパラ

ダイス），水産総合研究センター西海区水産研究所八重

山栽培技術開発センターで飼育されている天然アカウミ

ガメ（年齢不明）または人工孵化アカウミガメ（1～4

才）を使用した。釣針には我が国の試験操業において使

用された図 1，図 2 に示すものを用いて，ねむり釣針に

対する海亀の行動の面から試験操業結果を検討補完でき

るようにした。釣餌にはイカと魚（アジ等）を用いた。

実験水槽に入れたアカウミガメに対し，竿釣の要領で餌

付の釣針を水中に設置し，実験個体が釣針に接近し，釣

針に食い付いた後，餌取り，または針がかりおよび逃避

までの行動をビデオ録画し，それぞれ行動の特徴を分析

して使用した釣針と釣餌の違いによる針がかり現象を比

較した。

行動分析の結果，アカウミガメの釣餌に対する一連の

行動は基本的に，釣餌に接近，停止，釣餌の観察，食い

付き，咀嚼，噛みちぎり，飲み込み，また食い付きを繰

り返し，最終的に釣針から釣餌をかじり取った。魚食性

の魚のように見つけた釣餌に向って突進することは起こ

らなかった。また，アカウミガメは釣餌をくわえて泳ぎ

去ることはなく，その場に停止して食い付き，咀嚼し

た。このため，摂餌している間に釣糸に加わる張力は弱

く，釣糸が弛むこともしばしば生じていた。このような

摂餌行動からは，アカウミガメは釣針に食い付いても基

本的には針がかりが起こりにくいであろうと考えられ

る。（清水ら，未発表）

しかし，アカウミガメは釣針から完全に釣餌をかじり

取るまで繰り返し何度も食い付いてきた。これは，実験

条件として 1 週間ほど餌を止め，摂餌意欲を高めてい

たことも影響しているであろう。釣獲実験では，釣餌を

かじり取られると，繰り返し釣餌を付け直して釣針を投

入した。巧みに釣餌をかじり取る個体は満腹するまで繰

り返し釣針から釣餌をかじり取り，最後には釣餌に反応

しなくなった。その過程では，釣針を認識しているよう

に咀嚼していて釣針が口の中に入るとすぐに吐き出す行

動が見られた。このように釣餌を噛みちぎって飲み込む

行動は，釣餌が大きくて丸飲みできない 1～2 才の小型

の個体（直甲長 42 cm 以下）の主な行動である。一方，

3～4 才の大型の個体（直甲長 45 cm 以上）では釣餌を

繰り返しかじり取っているうちに釣針ごと釣餌を口の中

に取り込んだり，さらに飲み込んだりする個体も見ら

れ，個体の大きさによって行動が異なった。

釣餌に魚を使用すると，アカウミガメは釣餌を噛みち

ぎりやすく，また，咀嚼すると魚は身崩れして釣針から

容易く外れることが多くなった。2 才の人工孵化個体

（直甲長 40 cm）が釣餌のアジをかじり取る例を図 3 に

示す。このように，釣針を避けて釣餌をかじり取ること

が容易になり，釣針が口奥に取り込まれることも少なく

なった。釣針が口の中に取り込まれることが少なくなれ

ば，針がかりする可能性は当然小さくなる。釣餌にイカ

を使用すると，魚の餌のようには噛みちぎることができ

なくなった。3 才の人工孵化個体（直甲長 68 cm）が釣

餌のイカを飲み込む例を図 4 に示す。まず噛み付き咀

嚼し，噛み付き直し，前足を使って引きちぎろうとし

た。何度も咀嚼するので，釣針が口の中に取り込まれた

り，吐き出されたりした。人工孵化の個体は針がかりし

た経験がないためか，噛みちぎるのを止めて丸飲みして

しまった。一方，天然個体（直甲長 73 cm）は延縄で釣

獲され，生存試験のため飼育されて回復したものであ

る。餌をよく食べるようになっていたが，釣餌に食いつ

いても釣針が口の中に入ると吐き出し，釣針を避けてい

る様子が見て取られ，噛みちぎるまで咀嚼してイカを丸

飲みすることはなかった。このようにアカウミガメはよ

く咀嚼するため，釣餌の種類によって釣針が口の中に取

り込まれる可能性が異なった。魚のように噛みちぎり易
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図 3 人工孵化 2 才アカウミガメの摂餌行動（釣餌，ア

ジ）

咀嚼するうちにアジは身崩れして釣針から外れる。

図 4 人工孵化 3 才アカウミガメの摂餌行動（釣餌，イ

カ）

噛み千切ることなくイカを丸飲みする。
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く身崩れし易い釣餌は，釣針から外れ易く，海亀が針が

かりする可能性がイカに比べて小さくなる。

3. ねむり釣針の緩和効果

NOAA の試験操業結果1,10)では，大きさ 18/0 ねむり

釣針は 9/0 の J 字型釣針に比べてひねりの有無に関わ

らずアカウミガメやオサガメの混獲を減少させた。サバ

を餌にするとアカウミガメに対してさらに効果的で 91

 の減少となった。また，イカやサバの餌の種類に関

わらず，ねむり釣針では飲み込んで喉奥や食道に針がか

りする割合が減少した。一方，メカジキの釣獲に悪影響

は生じないものの，メバチに対しては減少傾向を示すな

ど，対象魚によりその影響が異なった。この結果を受け

て，Western Paciˆc Regional Fishery Management

Council は，2004 年にハワイを基地とする延縄漁船に対

して，赤道以北でメカジキを対象魚とする浅縄を行うと

き，ひねり角が 10 度以内の 18/0 あるいはそれ以上の

大きさのねむり釣針とサバ等の餌を使用する規制を施行

した。11)我が国においても 2003 年よりねむり釣針を使

用した試験操業を行ってきており，図 1, 2 に示すねむ

り釣針ではアカウミガメが飲み込んで針がかりする割合

が減少した。また，18/0 ねむり釣針より小さなウルワ

釣針#38 や北米型ムツ 4.3 寸ではマグロカジキ類の釣

獲に悪影響は見られなかった。2)

著者らが行った釣獲試験では，釣針の大きさの影響を

調べるために海亀が口の中に釣針を取り込んだ深さを図

1 に示すように釣元テグスの着色から読み取った。その

結果，ウルワ釣針#38（ねむり釣針）は，2 才の個体で

も飲み込まれて喉奥に達すると丸型 3.8 寸（まぐろ釣針）

のように喉奥や食道への針がかりが生じ，また，口腔内

に釣針を取り込む程度でも口元に針がかりが生じた。図

2 に示す各種ねむり釣針の 5.5 寸や 18/0 大型 3 種では，

2 才，3 才の個体が釣針全体を口の中に取り込むことは

少なく，ほとんどの場合，釣餌を口の中に入れて釣針の

先および軸を嘴で噛んでいる状態であった。北米型ムツ

4.3 寸では，他の大型釣針に比べて釣針全体を取り込む

頻度が増加したが，喉奥まで飲み込んだのは 1 例だけ

であった。4 才の個体（直甲長 75 cm）は北米型ムツ

5.5 寸の釣針を喉奥まで飲み込むことが可能であった。

これら 2 例では，喉奥および食道に針がかりすること

はなく，北米型ムツ 4.3 寸は吐き出され，北米型ムツ

5.5 寸は口元に針がかりした。これらの釣針の針がかり

位置はほとんどの場合に口元であったが，個体の大きさ

によって針がかりの生じ方が異なり，前足先や肩に針が

かりする擦れがかりも多くなった。通常よりも大きな

5.5 寸や 18/0 とするねむり釣針の大型化は，口の中に

釣針を取り込んだときに釣針自体の大きさによって物理

的に喉を通らなくし，その違和感によって吐き出させ

て，針がかりしにくくなるように作用する。しかし，マ

グロ類の釣獲率低下などその大きさに起因する欠点も生

じてくる。6)マグロカジキ類の釣獲率を維持しつつ海

亀の混獲緩和効果を充分に発揮するように，ねむり釣針

の大きさ，形状などについてさらに研究することが必要

である。

4. 生態系への負荷の少ない釣針

著者らは小型ねむり釣針であっても充分に緩和効果を

発揮するように適切な釣針形状を設計開発することが必

要であると考えている。小さな釣針は万一針がかりした

ときに対象生物に与える損傷を小さく，負担を少なくす

ることができる。また，海亀は 100 m 以浅に設置され

た釣針に針がかりすることが多く生じるが，針がかりし

たまま生存している。そして針がかりした海亀を放流す

るときには外しにくい釣針を無理に取り外さずにそのま
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ま残している。この場合にも，小さな釣針のほうが海亀

の負担は少なくなると考えられる。漁業者側にとっても

小型ねむり釣針は，経費の節約，取扱いの簡便さ，マグ

ロ類の釣獲率維持の点からも良い方向に作用すると考え

られる。ねむり釣針は，一見した所ではその形状が特徴

的であることから対象魚の釣獲率低下が懸念されてしま

うので，その普及には漁業者の充分な理解が必要であ

る。海亀混獲緩和効果をねむり釣針に発揮させるには，

その釣針形状を正確に製作する製造会社の協力も不可欠

である。
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